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横田基地で１０月６日、在日米軍および第５空軍指揮権受任式が執り行

われ、ジェリー・P・マルティネス中将（Lt.Gen. Jerry P. Martinez)が司令

官に就任した。 
 

マルティネス中将は、C-１７A、C-5B、C-１４１B、KC-１３５Rの飛行歴４，

０００時間以上を有するコマンドパイロットで、これまでにワシントン州ミック

コード空軍基地第６２空輸航空団司令官、輸送司令部統合輸送作戦セ

ンター部長、デラウェア州ウェルミントン、デュポン株式会社にて国務省

コーポレートフェロー、空輸送司令本部監査官などを歴任した。前職はイ

リノイ州スコット空軍基地航空機動軍司令部の作戦部長。 

 

（写真１）米太平洋軍司令官ハリス海軍大将（式典執行官：左）から司令

旗を受け取るマルティネス中将（右）。 

（写真３）マルティネス中将の名前が取り付けられた第５空軍司令官機（C

-１３０ハーキュリーズ）を披露する空兵。 
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（写真２）式典の中で、最初の敬礼を行うマルティネス中将。 
 

式典は、太平洋軍司令官ハリス海軍大将と太平洋空軍司令官オショー

ネシー空軍大将によって執り行われた。 


